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紮 ーェ咅 

與謝野 晶子 訳 



たちまちに 知らぬ 花 さくお ぼっかな 天 

よりこし をうた が はね ども (晶子) 

みゆき す ざく みかど 

あの 六 条院の 行幸の あった 直後から 朱 雀院の 帝 は 

御 病気に なって おいでになった。 平生から 御 病身な 方 

では あつたが、 今度の 病に おなりに なつてから は 非常 

おぼしめ 

に 心細く 前途 を 思 召す のであった。 

「私 はもう ずっと 以前から 信仰生活に はいりたかった 

の だが、 太后が おいでになる 間 は 自身の 感情のお もむ 

くま まなこと がで きないで 今日に 及んだ の だが、 これ 



六 条院の 御子の 源中納 言が 参院し た 時に、 御 病室の 

みす す. TJ く 

御簾の 中へ お招きに なり、 朱雀院 はいろ いろな お 話 を 

あそばされた。 

かく しゅうえん 

「お崩れに なった 陛下が 御 終焉 の 前に 私へ いろいろ 

な 御 遺言 をな された の だが、 その 中で 特に 六 条院と 今 

の 陛下の ことに ついては 熱心に 仰せられて 私へ お託し 

になった の だが、 帝王と いう ものに なって は、 自分の 

意志 を 単純に 実行へ 移す ことので きない 点が あってね。 

個人と しての 愛 は 少しも 変わらなかった が、 しかも 私 

の 過失に よって、 あの方に とって 私が 恨めしかった だ 

ろうと 思う こと もした のに、 今日まで それに 対する 復 



置す ベ きかと 御 煩悶 あそばされる 姫宮 を、 ， ，- の 中納言 

とつ おぼしめ 

に 嫁がせた ならと 人知れず 思 召された。 

「太 政 大臣の 家に 行って いるそう だね。 長い間 私な ど 

も 大臣の 態度 を腑に 落ちな く 思って いたと ころ、 円満 

な 結果 を 得て よい ことと 思って いるが、 また どうした 

ことか 大臣が うらやまれ もして ね」 

との 院の 仰せ を 不思議 に 思って 中 納言は 考え てみ た 

が、 それ は 女 三の 宫 のお 身の上 をと やかく とお 案じに 

なって、 相当な 人が あれば 結婚 を させて 安心して 宗教 

おぼしめ 

の 中へ はいりた いという 思 召しが 院 にお ありに なると 

いう ことが ほかから 耳に も はい つていた ことであった 



から、 その 問題に 触れて 仰せられる ことかと 気がつい 

たもの の、 呑み込み 顔な お 返辞 はでき ない ことで あつ 

た。 ただ、 

「つまらない 者で ございま すから、 配偶者 を 得ます こ 

ともと かく 困難で ございまして」 

と 申し上げる のにと どめた。 

のぞき 見 をして いた 若い 女房た ちが、 

「珍しい 美男で いらっしゃる。 御 様子 だってね え、 な 

んと いう) J り っぱ さでしょう」 

集まって こんな こと を 言って いるの を、 聞いて いた 

老けた ほうに 属する 女房ら が、 



接近 もす る ことだろう。 真実 若い 時に 私 はそう 思った 

の だ。 そうな の だから 女が 誘惑に かかる の は 道理で、 

また 自然な ことなの だよ」 

院は御 心の中に i: 侍 の 事件 を 思い出して おいでに 

なった。 

めのと 

この 中の 最も 重立った 一人の 乳母の 兄で、 左 中 弁の 

某 は 六 条院の 恩顧 を 受けて、 親しくお 出入りし てい 

たが、 一方で はこの 姫宮 を 尊敬す る 伺候 者の 一人で 

す ざく 

あった。 この 人の 来た 時に 妹で ある 乳母が 朱 雀 院の御 

希望 を 語った。 

「この 話 を あなたから 六条院 様に 機会が ありましたら 



, J の 問題が 決まり ますれば 私 は 安心が できて どんなに 

楽 だ ろうと 思 います。 尊貴な 方 でも 女の 運命 は 予想す 

る ことができません から 不安で 不安で なりません。 

幾人 もお いでになる 姫宮の 中で 特別に 御 秘蔵に あそば 

す ことで、 また 嫉妬 をお 受けになる ことに もなります 

から、 私 は 気が 気で もありません」 

「お 話 はします がよ い 結果が 得られる ことか どうか。 

院は御 恋愛 の 上で 飽き やすいと か、 気が よく 変わる と 

かいう こと はない 方で、 珍しい 篤実 性 を 持って おられ 

ます。 仮にも 愛人に なすった 人 は、 お 気に入った 入ら 

ぬに かかわらず 皆 それ 相応に 居場所 を 作って おあげに 



「 兄が 申し ま すのに は院は 必ず 御 承諾 あ そばされ る こ 

おぼしめ 

と と 思う。 六 条院は 年来 の 御 希望が かなう ことと 思 召 

すに 違いない 御 縁談で あるから、 こちらの お許し さえ 

あれば お伝えいた しましょうと 申しました。 どういた 

したら よろし ゆう ^ ざ いましょう。 御 愛人に は それ ぞ 

れの 御身 分に 応じた 御 待遇 を あそばしまして、 思い や 

りの 深いお 方 様と 承ります けれど、 普通の 女の 方で も 

ほかに 愛妻の ある 方と 結婚 をす る こと を 幸福と はいた 

さな い ので， > J ざいます から、 御 不快な 思い を あそばす 

ことがない とも 思われません。 姫宮 様 をいた だきたい 

と 望む 人 は ほかに もた くさん あるので ございま すから、 



などと お別れに な つ た あとの ことまで もお 案じに 

なって 仰せられる ことで、 乳母た ち、 女房た ち は 責任 

の 重さ を 苦労に 思った。 

「もう 少し 大人に なられる まで 私が ついてい たいと、 

今まで 念じ 続けて きた もの だが、 このごろの 健康状態 

でそう していて は、 信 P. 生活に はいる こと もで きずに 

死んで しまう ので はない かとい う 気がされ るので、 や 

む をえず 出家 を 断行す る ことにした。 六 条院に 託して 

おくのが、 なんとい つても いちばん 安心ので きる こと 

いくた リ 

だと 思う。 幾人 も 侍して いる 夫人 はあって も それ をい 

ちいち 念頭に 置いて ゆかねば ならぬ ことで もな し、 た 



と 見て おいでになって、 帝 も 東宮 も 御 同情に なり 宮中 

おさめ どの し な 

の 納殿 の 支那 渡来の 物 を 多く 御 寄贈に な つたので 

あった。 六条院 から も 多くの 御 贈り物が あった。 それ 

てんとう 

は 来会者へ 纏頭に 出される 衣服 類、 主賓の 大臣への 贈 

リ 物の 品々 等で ある。 中宮から も 姫宮のお 装束、 櫛の 

箱な ど を 特に 華麗に 調製お させに なって 贈られた。 院 

二 ゆだ ヽ く 1 あ 

が 昔 このお 后の 入内の 時お 贈りに なった 髪 上げの 用具 

に 新しく 加工され、 しかも もとの 形 を 失わせずに 見せ 

ごんの すけ 

たもの が 添えて あった。 中宮 権 亮は院 の 殿上へ も 出 

仕す る 人であった から、 それ を 使いに あそばして、 姫 

宫の ほうへ 持参す るよう に 命ぜられ たので あるが、 次 



す」 

と、 仰せに なった。 正面から その 問題 をお 出しに も 

おましめ 

ならない 御 様子 をお 気の毒に 六 条院は 思 召された。 お 

心の中で も その 宫に ついて いささかの 好奇心 も 動いて 

いるので あるから、 冷ややか にこのお 話 を 聞き流して 

おしまいになる ことができない のであった。 

「ごもっともです。 普通の 家の 娘 以上に 内親王のお 後 

ろ だての ない の は 心細 いもので，、 - J ざ います。 ご りっぱ 

ちょくん よぼう 

な 儲 君と して 天下の 輿望 を 負うて おいでになる 東宮 も 

おいでにな るので ございま すから、 あなた 様から 特に 

お 心が かりに 思 召す 方の こと をお 話に さえ あそばされ 



ておけば、 一事で も おろそかに あそばさない はずで、 

何も 将来の こと をそう 御 心配に なること はな かろうと 

申します ものの、 即位 をなさい ました 場合に も 天子 は 

まつりごと 

公の 君です から 政 はお 心の ままに なりましても、 

個人と して 女の 御兄弟に 親身のお 世話 をな され、 内 親 

王 が 特別な 御 庇護 を お受けに なること は むずかしいで 

しょう。 女の 方の ために はや はり 御 結婚 をな すって、 

離れる ことので きない 関係に よる 男の 助力 をお 得に な 

るの が 安全な 道と 思われ ますが、 御 信仰に もさ わる ほ 

どの 御 心配が 残る ので ございましたら、 ひそかに 婿 君 

を 御 選定して おかれまして はと 存じます I 



した 変化 もな く 平和な お 気持ちで お暮らしに なること 

がで きる であろうと 存じます が、 ただ それ はこの 年齢 

の 私で ございま すから、 中途で お別れす る ことにな ろ 

うとい う 懸念が 大き いので) J ざ います」 

によさん みや 

こうお 言いに なって、 六 条院は 女 三の 宫 との 御 結婚 

をお 引き受け にな つたので あった。 

夜に な つたので 御主人の 院 付きの 高官 も 六 条院に 

ぐ ぶ きょうおう ぜん 

供奉して 参った 高官た ちに も 御 饗応の 膳が 出た。 正 

式な もので なくお 料理 は 精進 物の 風流な 趣の ある もの 

で、 席に はお 居間が 用いられた。 朱 雀 院のは 塗り物で 

ない 浅 香の 懸 盤の 上で、 鉢へ 御飯 を 盛る 仏家の 式の も 



左 大将の 結婚に ついても 自分の せいでも あるよう に、 

曲がった 恨み を かけて おいでにな るので あるから、 こ 

の 話 を 聞いた 時に、 詛 いが 成就した ように 思う ことで 

あろうな どと、 穏やかな 性質の 夫人 もこれ くらいの こ 

と は 心の 蔭で は 思われた のであった。 今にな つて はも 

う 幸福で ある こと を 疑わなかった 自分であった。 思い 

上が つ て 暮らした 自分が 今後 は どんな 屈辱に 甘んじる 

女に ならねば ならぬ かしれ ぬと 紫の 女王 は 愁いながら 

もお おように していた。 

tj- ざく 

春に なった。 朱雀院 では 姫宮の 六条院 へお はいりに 

なる 準備が ととのった。 今までの 求婚者た ちの 失望し 



ま つ てよ い 席と いう もの はない 害な の だ」 

と 言って、 大臣 は 当日の 楽器 を 苦心して 選んだ。 そ 

れらで 静かな 音楽の 合奏が あった。 和 琴 はこの 大臣の 

秘蔵して 来た 物で、 かって この 名手が 熱心に 弾いた 楽 

器 は 諸人が かき 立てに くく 思うよう であった から、 か 

うえもん のかみ ひ 

たく 辞退し て いた 右衛門 督にぜ ひ にと 弾く - J と を院が 

お求めに なった が、 予想 以上に 巧みに 名手の 長男 は 弾 

いた。 どう 遺伝が ある ものと しても、 こうまで 父の 芸 

を 継ぐ こと は 困難な ものである がと だれも 感動 を 隠せ 

ずに いた。 支那から 伝わった 弾き 方 をす る 楽器 はか 

す 力 力 

え つ て 学び やすいが、 和 琴 はた だ 清搔き だけで 他の 楽 



器 を 統制して いく ものであるから むずかしい 芸で、 そ 

つまおと 

して またお もしろ いものな ので ある。 右衛門 督の 爪音 

はよ く 響いた。 一 つの ほうの 和 琴 は 父の 大臣が 絃もゅ 

るく、 柱 も 低く おろして、 余韻 を 重く して、 弾いて い 

ね あいきょう 

た。 子息の ははな やかに 音が たって、 甘美な 愛嬌が 

じよ-つず 

あると 聞こえた。 これほど 上手で あると いう 評判 はな 

かった ので あるが と 親王が たも 驚いて おいでになった。 

ひようぶ きょう 

琴 は 兵 部 卿 の宫が あそばされた。 この 琴 は 宮中の 

ぎょう でん ぎよぶ つ 

宜陽 殿に 納めて おかれた 御物であって、 どの 時代に も 

第一 の 名のあった 楽器で あつたが、 故院の 御代の 末 ご 

おんちょう こうじょ いっぽん 

ろに 御 長 皇女の 一 品の 宫が琴 を 好んで お弾きに なつ 



なった あとで は、 夜に なっても 宫の ほうへ お行きに な 

れ ずに 手紙 だけ をお 送りに な つ た。 

今暁の 雪に 健康 を そこねて 苦しい 気がし ますから、 

気楽な 所で 養生 をしょう と 思います。 

めのと 

というの であった。 乳母の、 

「そのと おりに 申し上げました」 

という 言葉 を 使いが 聞いて 来た。 平凡な 返事で ある 

す さく 

と院 はお 思いに なった。 朱雀院 がどうお 思いになる か 

と いう ことが 気が かりで あるから、 当分 は あちら を 立 

てるよう にして おきたい と院 はお 思いに なっても、 実 

行に at う 苦痛が 堪えが たく、 なんと いう ことであろう 



と 悲しんで おいでになった。 夫人 も、 

「あちら へ 御 同情心の 欠けた ことで ございま すよ」 

と 言いつつ 自分の 立場 を 苦しんで いた。 次の 日 はこ 

れ までのと おりに 自室で お 目 ざめ になって、 宫の 御殿 

へ 手紙 をお 書きになる のであった。 晴れが ましく は少 

しもお 思いに ならぬ 相手で はあった が、 筆 を 選んで 白 

ヽ氏 \ 、 

レ. ハ 

中道 を隔 つる ほど はな けれども 心 乱る る 今朝の あ 

は 雪 



と 書いて、 梅の 枝へ お付けに なった。 侍 をお 呼びに 

なって、 

「西の 渡 殿の ほうから 参って 差し上げる ように」 

とお 命じに なった。 そして 院は そのまま 縁に 近い 座 

敷で 庭 を ながめて おいでになった。 白い 服 をお 召しに 

なって、 梅の 枝の 残り を 手に まさぐ つてお いでになる 

ので ある。 仲間 を 待つ 雪が ほのかに 白く 残って いる 上 

うぐ いす 

に 新しい 雪 も 散って いた。 若 やかな 声で 鶯が 近いと 

こずえ そで 

ころの 紅梅の 梢で 鳴く のがお 耳に はいって、 「袖 こそ 

, J ほ 

匂へ」 (折り つれば 袖 こそ 匂へ 梅の 花 ありと や ここに 

鶯ぞ啼 く) と 口ずさんで、 花 をお 持ちに なった 手 を 袖 



の 君の 所へ も、 二人の 逢う 道 を 開かせよう とする 手紙 

を院は 常に 書いて おいでになった。 その 女の 兄で ある 

いずみの かみ 

前 和 泉 守 をお 呼び寄せ になって は、 若い 日へ お帰りに 

な つ たような 相談 をされ た。 

「取り次ぎ を もって 話 をす るよう な ことで なく、 そし 

て 直接と いっても 物越しで いいの だが 話さねば ならぬ 

用が 私に あるの だ。 尚 侍の 承諾 を 得る ようにして くれ 

れば、 私 は そっと 訪ねて 行く。 今 はもう 絶対に そんな 

こと もで きない 身の上に なって いる 私が、 そうしょう 

と 思う の だから、 あちらで も 秘密に していた だける だ 

ろうと 安、 じ はして いる - 



うと 思います。 だれに も 知らせな いこと だから そのつ 

もりに してお くので すよ」 

と、 お言いに なって、 院は 外出の 化粧に おかかりに 

なった が、 ただ 事と は 思われなかった。 平生は そんな 

にして お行きになる 所ではないので あるから 夫人 は不 

審を いだい たが、 思 い 合わされる y J ともな いで はない 

によさん みや 

の を、 女 三の 宫が おいでにな つてから は、 以前の よう 

に 思う こと をす ぐに 言う 習慣 も 女王 は 改めていて、 素 

知らぬ ふう を 作って いるので あった。 

この 日 は 寝殿へ もお 行きに ならないで ただ 手紙 をお 

たきもの そで 

書き かわしに なった だけで ある。 熱心に 薫香の 香 を 袖 



東宮が お許しに ならぬ ので、 姫君 時代の 自由が 恋しく 

思われる 若い 心に は- J れを 苦しく ば かり 思う ので あつ 

た。 夏 ごろに なって は 健康 もす ぐれ なくなつ たので あ 

るが、 なお も 帰る お許しがない ので 困って いた。 これ 

は 妊娠で あつたので ある。 まだ 十四、 五の 小さい 人で 

あつたから、 この 徴候 を 見て だれも だれも 危険が つた。 

やっとの ことで お許しが 下がつ て 帰 邸す る ことにな つ 

た。 女 三の 宮の おいでになる 寝殿の 東側に なった 座敷 

の ほうに 桐 壷の 方の 一 時の 住居が 設けられ たので ある。 

あかし 

明 石 夫人 も 共に 六 条院へ 帰った。 光る 未来の ある 桐壺 

の 方の 身に 添 つ て 進退す る 実母 夫人 は 幸運に 恵まれた 



あとで、 始終 見馴れて おいでになる 夫人の 美から 受け 

る 刺激 は 弱い はずで、 それに 比べて きわだつ 感じ をお 

受けに なること もなかろうと 思われる が、 なお 第一 の 

せんけん きょうたん 

嬋妍 たる 美人 はこれ であると 院 はこの 時 驚歎 してお 

けだか きじょ 

いでに なった。 気高 さ、 貴女ら しさが 十分 備わった 上 

あいきょう えん 

に はなやかで 明るく 愛嬌が あって、 艷な 姿の 盛りと 

見えた。 去年より 今年 は 美しく 昨日より 今日が 珍しく 

見えて、 飽 くこと も 見て 倦む こと も 知らぬ 人であった _ 

どうして こんなに 欠点な く 生まれた 人だろう かと 院は 

すず リ 

お思いに なった。 手習いに 書いた 紙 を 夫人が 硯の下 

へ 隠した の を、 院は お見つけ になって 引き出し てお 読 



じょ I つず 

みに なった。 字 は 専門家 風に 上手な ので はなく、 貴女 

らしい 美し さ を 多く 含んだ ものである。 

身に 近く 秋 や 来ぬ らん 見る ままに 青葉の 山もう つ 

ろ ひに けり 

と 書かれて ある 所へ 院 のお 目 はと ま つ た。 

はぎ 

水鳥の 青 羽 は 色 も 変 はらぬ を 萩の 下 こそけ しき こ 

となれ 



おおぎ よ-つ 

大仰 になる こと は 皆お やめに な つ た。 

「四十の 賀 という もの は、 先例 を 考えます と、 それが 

あった あと をな お 長く 生きて いられる 人 は 少ない ので 

すから、 今度 は 内輪の ことにし てこの 次の 賀を してい 

ただく 場合に お 志 を 受けましょう」 

と 六 条院は 言って おいでにな つたので あるが、 や は 

りこれ は 半 公式の 賀宴で 派手に なった。 六 条院の 中宮 

すま い 

のお 住居の 町の 寝殿が 式場に なって いて、 前にお 受け 

になった 幾つかの 賀の 式に 変わらぬ 行き届いた 設けが 

てんとう きさき きょうえん 

されて あった。 高官への 纏頭 はお 后の 大 饗宴の 日の 

品々 に準じて 下された。 親王が たに は 特に 女の 装束、 



が 出て、 子息の 縁組み その他の ことで 昔に 増した 濃い 

しんせき むつ 

親戚 関係 を 持つ ことにお なりに なった 二人 は、 睦まじ 

く 酒杯 をお 重ねに なった。 おもしろ さも 頂 天に 達した 

気がされて、 酔い 泣き をされ るの もこの かたがたで 

あった。 お贈り 物に は、 すぐれた 名器の 和 琴 を 一 つ、 

こまぶ え したん 

それに 大臣の 好む 高麗 笛 を 添え、 また 紫檀の 箱 一 つに 

は 唐本と 日本の 草書の 書かれた 本な ど を 入れて、 院は 

帰ろうと する 大臣の 車へ お積ませ になった。 馬 を院方 

の 人が 受け取った 時に 右 馬 寮 の 人々 は 高麗楽 を 奏した _ 

てんとう 

六衛 府の官 人た ちへの 纏頭 は 大将が 出した。 質素に 質 

素に として 目 だ つ こと はお やめに な つたので あるが、 



ど はま だ 正確に 話して なかった。 それ を 老尼は うれし 

さの あまりに 病室へ 来て は 涙 まじりに、 昔の 話 を 身 じ 

まい をしながら 姫君へ 語る のであった。 初めの 間 は 無 

気味な 老婆で あると 姫君 は 思って、 顔ば かり 見つめて 

いるの を 常と したが、 実母に そうした 母親が あると い 

うこと は 何 かの 時に 聞いた こと もあった の を 思い出し 

てから は 好意 を 持つ ようになった。 明 石で 生まれた 時 

のこと、 また 院 がその 海岸へ 移って 来て おいでになつ 

た 7 J ろの 様子な ど を 尼 君 は 言う、 

ニ^へ お帰りに なりました 時、 一家の 者 はこれ で 御 縁 

が 切れ てし まう のかと ひどく 悲しんだ もの で) J ざ いま 



あやまり 

劣った ものの ように 見たり してきた の は 過失で ある、 

表面に 出して 言わないでも、 世間の 人 は 自分の その 態 

そし 

度 を 譏った ことで あろうと 反省 もされる ようにな つた _ 

実母 は 少し 劣った 家の 出で あると は 知っていても、 生 

まれた の はそう した 遠い 田舎の 家であった などと は 思 

いも 寄らぬ ことだった ので ある。 おおように 育てられ 

過ぎた せいだった かもしれ ぬが、 自身の 今まで 知らぬ 

と は 不思議な ことのよ うに 思われる のであった。 祖父 

である 入道が 現在で は 人間離れ のした 仙人の ような 生 

活 をして いると いう こと も 若い 心に は 悲しかった。 姫 

君が にわかに いろいろな 物思い を 胸に 持って、 寂しい 



でこう して いるので あると 尼 君 自身 は 信じて いるので 

あるが、 もう 耳 も あまり 聞こえなくて、 娘の 言葉 も、 

「ああよ ろしい よ」 

などと 言って いいかげんに 聞いて いるので ある。 六 

十五、 六で ある。 しゃんとした 尼 姿で 上品で は あるが、 

目 を 赤く 泣き はらして いるの を 見て は、 古い 時代、 つ 

まり 源氏の 君の 明 石の 浜 を 去った ころに よくこう で 

あった ことが 思い出されて 夫人 ははつ とした。 

「間違いの 多い 昔話な ど を 申して いたのでしょう。 怪 

こうとうむけい 

しくな りました 記憶から 取り出します 話に は 荒唐無稽 

な 夢の ような - とも あるので ござ いますよ」 



昔の 聖代に も 老齢 者 は 罪されない ことにな つていた 

ので ございま すよ」 

^o'^a' り^ 16 ， 一 

と 尼 君 は 言った。 硯 箱に 入れて あった 紙に、 

しほた るる あま を 波路の しるべ にて 尋ね も 見ば や 

とま や 

浜の 苫屋を 

こんな 歌 を 姫君 は 書いた。 明 石 も 堪えが たくな つて 

泣いた。 

やみ 

世 を 捨てて 明 石の 浦に 住む 人 も 心の 闇は晴 るけ し 



ている ので、 ほんとうの 祖母で ある 明 石 夫人 は、 養祖 

母に 任せき りに して、 産湯の 仕度な どにば かり かかつ 

せんげ ないしの すけ 

ていた。 東宮 宣下の 際の 宣旨 拝受の 役 を 勤めた 典 侍 

がお 湯 をお 使わせす るので あった。 迎え 湯 を 盥へ注 

ぎ 入れる 役 を 明 石の 勤める の も 気の毒で 淑景 舎の 方の 

生母が この 人で ある こと は 知らない こと もない 東宮が 

たの 女房た ち は 目 をと めて、 どこかに 欠点で も ある 人 

なら 当然の ことと も 思って おられよ うが、 あまりに 

気高 い 明 石の 姿 はこの 人た ちに 田! { 敬の 念 を 起こさせて、 

未来の 天子の 御 外祖母た る 因縁 を 身に 備えて 生まれた 

人に 違いない というよ うな こと も 思わせた。 お湯 殿の 



のです が、 何に よって そうした 夢に 象徴され たよう 

な 幸福に 近づきう るかと いう 見当が つかな か つたと 

まら 

ころ、 ちょうど そのころ から 母の 胎に 妊まれた のが 

あなたです。 普通の 書物に も 仏典に も 夢 を 信じて よ 

いこと が 多く 書かれて あります から、 無力な 親で い 

て あなた をたい せつな ものにして 育てて いました が 

そのために 物質的に 不足な ことのない ようにと 京の 

生活 を やめて 地方 官の 中へ はいった のです。 ここで 

また 私の 身の上に 悪い ことが 起こ リ、 しまいに 土着 

して 出家の 人に なり、 あなた は 姫君 をお 生みに なつ 

た そのころ のこと は 知つ ておいで になる とおりです _ 



あるが、 中の 戸 を あけて にわかに こちらへ お見えに 

なった の を 知って、 明 石 夫人 は 急な ことで 姫君の 前に 

きちょう 

出された 文書 類 を 隠す ことができず、 几帳 を 少し 前の 

ほうへ 引き寄せ、 自身 も その 蔭へ 姿 を 隠して しまった。 

「若宮が 私の 足音で お 目 ざめ になり ませんで した か。 

しばらく でも 見ずに いて は 恋しい もの だから」 

と院 がお 言いに なっても 姫君 は 黙って いるの を 見て、 

明 石が、 

「対へ おつれに なった ので，、 - J ざ います」 

と 言った。 

ふところ 

「けしからんね、 若宮 を わが 物 顔に して 懐中から お 放 



されぬ 方であった から、 それ は それと して 許して 見て 

おいでになって、 御 干渉 も あそばさなかった。 夫人に 

なられた 宫 に対して だけ はよ くお 教えになる ので あつ 

たから、 以前より は 少し ご りっぱな 方ら しくお なりに 

なった。 そんな ことが 外聞に も 知れて くるの を 大将 は 

見て、 すぐれた 人の 少ない 世 だ、 紫の 女王が こんなに 

長い間 ごい つ しょに おられても、 だれに もどん な ふう 

な、 どんな 女性で あると いう 想像 もさせない 重々 しさ 

があって、 静かに 深みの ある 女で ある こと を 願って、 

また さすがに 明朗な 態度 をと リ、 他 を 軽侮せ ず 自身の 

自尊心 を ii つけない 用意が あると 思い、 何年 かの 前に 



野 分の 夕べに 見た 面影が 忘れが たかった。 自身の 夫人 

を 愛する 心 は 変わらなかった が、 その 人 は 相手に しが 

いの ある 優越した 女性でなかった。 恋人 を 妻に した あ 

との 安心した 気持ちと、 その 人ば かり を 見て いる 目の 

倦 台 I さで、 父君が 異なった 幾人の 夫人 を 集めて おいで 

になる 六 条院の 生活が うらやましくて、 だれも 皆 自分 

の 妻よりも 相手に して おもしろい 人の ように 思われて 

ならない ので ある。 その 中で 姫宮 は 御身 分からい つて 

も 最も 若い 思い上がった 大将な どに は 興味の 惹 かれる 

御 存在で はあった が、 表面 をお 飾りになる だけの 愛情 

以外の 何もの もない ような 院の御 待遇が この 人に よく 



たと おりに 姫君 を 見た 友が 恋 を 覚えた ものに 違いない 

と 大将 は 思った。 

みやまぎ ね ぐら 

「深山 木に 塒 定 むる はこ 鳥 もい かで か 花の 色に 飽 

くべ き 

あなた は 誤解の 上に 立脚して お言いになる の だ」 

と 反対し て 言 つたが、 興奮し て い る 右衛門 督と ， J の 

問題 を 語る こと は 避くべき であると 思い、 あと は ほか 

の 話に 紛らして 別れた。 

衛門督 はま だ 太 政 大臣 家の 東の 対に 独身で 暮らして 



なげ 

よそに 見て 折らぬ 歎き は しげれ どもな ごり 恋しき 

花の 夕 かげ 

という 歌 も 添って いた。 宮 のお 姿 を 衛門督 が 見た こ 

とな ど は 知らない 小 侍従であった から、 ただいつ もの 

物思いと いう 言葉と 同じ 意味に 解した。 宫 のお 居間に 

女房た ち も あまり 出て いないの を 見て、 小 侍従 は衛門 

督の 手紙 を 持って 参った。 

「この 人が y J の 手紙に も > ざ いますよ うに、 今日まで 

もま だ あなた 様 をお 思いす る ことば かり を 書いて まい 



た。 そして 忍んで 返事 を 書いた。 

この間 は あまりに 澄まして おいでになった ものです 

から、 輕蔑 をして いらっしゃ ると 思って いたのです 

が 「見ず も あらず」 と はどうい うこと なのでしょう- 

もったいない ことです ね。 

今 さらに 色に な 出で そ 山桜 及ばぬ 枝に 思 ひかけ き 

と 

むだな こと はおよ しなさい ませ。 

こんな 手紙で ある。 
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